
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相異なる符号化方式 映像音声 を記録媒体に記録する符号化信号記録
装置であり、
　入来する映像情報に第１の映像符号化方式の符号化を施して第１の映像信号として出力
する第１の映像符号化部と、
　前記映像情報に前記第１の映像符号化方式とは異なる第２の映像符号化方式の符号化を
施して第２の映像信号として出力する第２の映像符号化部と、
　入来する音声情報に 第１の音声符号化方式の符号
化を施して第１の音声信号として出力する第１の音声符号化部と、
　入来する音声情報に第１の音声符号化方式とは異なる

第２の音声符号化方式の符号化を施して第２の音声信号として出力する
第２の音声符号化部と、
　前記第１及び第２の映像信号並びに前記第１及び第２の音声信号を記録媒体に記録する
記録部とを備え、
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で符号化された 信号

前記第１の映像符号化方式に対応する

方式であり、前記第２の映像符号
化方式に対応する

前記記録部は、
前記第１の映像信号を記録するモードの場合は、この第１の映像信号を前記記録媒体の

映像信号記録用領域に記録し、前記第１の音声信号を前記第１の映像信号を記録するモー
ドの場合に定まる前記記録媒体の所定の音声信号記録用領域に記録する一方、

前記第２の映像信号を記録するモードの場合は、この第２の映像信号に前記第２の音声



　ことを特徴とする符号化信号記録装置。
【請求項２】
　音声情報を格納した格納手段を備え、前記第２の
前記格納手段から読み出した音声情報に前記第１の音声符号化方式の符号化を施し

前記記録媒体の前記所定の 領域に記録するようにしたことを
特徴とする請求項１記載の符号化信号記録装置。
【請求項３】
　前記第１の映像信号は、入来する映像情報にフレーム内圧縮を施した映像信号である一
方、前記第２の映像信号は、入来する映像情報にフレーム間圧縮を施した映像信号である
ことを特徴とする請求項１記載の符号化信号記録装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、映像音声信号を複数の圧縮符号化方式で圧縮符号化して得た符号化信号を記録
する符号化信号記録装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ディジタルの信号形態による映像音声信号を圧縮符号化し、これを磁気テープに記録し、
再生する記録再生装置として、ＤＶ方式のカメラ一体型ビデオテープレコーダ（以下、Ｄ
ＶＣと記す）が知られている。このＤＶＣには、複数の符号化モードが規定されており、
現在のところの映像音声信号をＳＤモードで圧縮符号化する製品のみが販売されている。
【０００３】
しかし、このＳＤモードは、映像信号にフレーム内圧縮を施して記録するモードであるた
め、フレーム単位での編集が可能であるという利点を有するものの、圧縮率を高めるのが
困難であり、結果として長時間記録に向かないという欠点もある。
【０００４】
そこで、ＳＤモードと同じフレーム内圧縮を施すものの、その圧縮率を高めたＳＤＬモー
ドや、ＭＰＥＧ方式のフレーム間圧縮を施し、更に圧縮率を高めたＭＰＥＧモードを搭載
したＤＶＣの製品化が望まれている。
【０００５】
図４は、ＤＶＣの磁気テープ上に記録される圧縮信号の記録フォーマットを示す図であり
、図４（ａ）は、ＳＤモード又はＳＤＬモードで圧縮符号化した圧縮信号の記録フォーマ
ットを示しており、図４（ｂ）はＭＰＥＧモードで圧縮符号化した圧縮信号の記録フォー
マットを示している。
【０００６】
まず、図４（ａ）に示すＳＤモード又はＳＤＬモードによる圧縮信号の記録フォーマット
について説明すると、１つのトラックの先頭から順に、トラック上での基準信号であるＩ
ＴＩ（ Insert and Track Information）、ＳＤモード又はＳＤＬモードで圧縮符号化され
たオーディオ信号、ＳＤモード又はＳＤＬモードで圧縮符号化されたビデオ信号、トラッ
クＩＤやその他の付加情報よりなるサブコードが記録される。また、各信号の境界には、
各信号が独立して書き換えられるようＩＢＧ（ Inter Block Gap）が設けられる。
【０００７】
一方、ＭＰＥＧモードにおいては、図４（ｂ）の如く記録フォーマットが規定されており
、ＳＤモード又はＳＤＬモード時にビデオ信号が記録される記録領域にＭＰＥＧモードで
圧縮符号化されたオーディオ・ビデオ信号が記録され、ＳＤモード又はＳＤＬモード時に
オーディオ信号が記録される記録領域が空き領域とされる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
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信号が含まれた混合信号を前記記録媒体の前記映像信号記録領域に記録するのに加えて、
前記第１の音声信号を前記記録媒体の前記所定の音声信号記録用領域に記録する、

映像信号を記録するモードの場合は、
た第１

の音声信号を 音声信号記録用



しかしながら、ＤＶＣにおいては、何れのモードの圧縮信号を記録する際も、同一種別の
磁気テープを使用する。また、ＳＤモードのみに対応した既存のＤＶＣでは、記録媒体上
に記録されている記録モードを識別するための情報を無視して、圧縮信号の再生を行う。
【０００９】
従って、ＳＤモードのみに対応した既存のＤＶＣによりＭＰＥＧモードで圧縮符号化した
圧縮信号が記録される磁気テープを再生させても、映像音声信号が出力されず、使用者は
、信号が記録されていることを認識できない場合がある。そして、使用者は、何の信号も
記録されていない磁気テープであると勘違いして、記録済みの圧縮信号に他の信号を上書
きしたり、記録済みの圧縮信号を消去してしまうおそれがあった。
【００１０】
本願発明は、このような問題点に鑑みなされたものであり、ＳＤモードのみに対応した既
存のＤＶＣで再生させても、信号が記録されていることを識別できるよう記録を行う符号
化信号記録装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　以上の課題を解決するために、本発明は

相異なる符号化方式 映像音声 を記録媒体に記録する符号化信号
記録装置であり、
　入来する映像情報に第１の映像符号化方式の符号化を施して第１の映像信号として出力
する第１の映像符号化部と、
　前記映像情報に前記第１の映像符号化方式とは異なる第２の映像符号化方式の符号化を
施して第２の映像信号として出力する第２の映像符号化部と、
　入来する音声情報に 第１の音声符号化方式の符号
化を施して第１の音声信号として出力する第１の音声符号化部と、
　入来する音声情報に第１の音声符号化方式とは異なる

第２の音声符号化方式の符号化を施して第２の音声信号として出力する
第２の音声符号化部と、
　前記第１及び第２の映像信号並びに前記第１及び第２の音声信号を記録媒体に記録する
記録部とを備え、
　
　

　

　ことを特徴とする
声情報を格納した格納手段を備え、前記第２の

前記格納手段から読み出した音声情報に前記第１の音声符号化方式の符号化を施し
前記記録媒体の前記所定の 領域に記録するようにしたこ

とを特徴とする
記第１の映像信号は、入来する映像情報にフレーム内圧縮を施した映像信号であ

る一方、前記第２の映像信号は、入来する映像情報にフレーム間圧縮を施した映像信号で
あることを特徴とする
【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態につき、好ましい実施例により詳細に説明する。
図１は、本発明の実施例に係る符号化信号記録装置を説明するためのブロック図であり、
１は入来するディジタル映像信号およびディジタル音声信号をＭＰＥＧ方式の圧縮信号に
圧縮符号化するＭＰＥＧ符号化部、２は入来するディジタル映像信号をＤＶ方式の圧縮映
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、以下の装置を提供するものである。
（１） で符号化された 信号

前記第１の映像符号化方式に対応する

方式であり、前記第２の映像符号
化方式に対応する

前記記録部は、
前記第１の映像信号を記録するモードの場合は、この第１の映像信号を前記記録媒体の

映像信号記録用領域に記録し、前記第１の音声信号を前記第１の映像信号を記録するモー
ドの場合に定まる前記記録媒体の所定の音声信号記録用領域に記録する一方、

前記第２の映像信号を記録するモードの場合は、この第２の映像信号に前記第２の音声
信号が含まれた混合信号を前記記録媒体の前記映像信号記録領域に記録するのに加えて、
前記第１の音声信号を前記記録媒体の前記所定の音声信号記録用領域に記録する、

符号化信号記録装置。
（２）音 映像信号を記録するモードの場合
は、 た
第１の音声信号を 音声信号記録用

上記（１）記載の符号化信号記録装置。
（３）前

上記（１）記載の符号化信号記録装置。



像信号に圧縮符号化するＤＶビデオ符号化部、３は入来するディジタル音声信号をＤＶ方
式の圧縮音声信号に圧縮符号化するＤＶオーディオ符号化部である。
【００１５】
また、４はその内部に蓄積されるディジタル音声信号をＤＶオーディオ符号化部３に出力
するＲＯＭ、５はＭＰＥＧ符号化部１が出力する圧縮信号、ＤＶビデオ符号化部２が出力
する圧縮映像信号、ＤＶオーディオ符号化部３が出力する圧縮音声信号における１又は複
数の信号を選択して、所定のフォーマットの信号として記録媒体６に記録する記録部であ
る。
【００１６】
次に、本発明の実施例に係る符号化信号記録装置の動作について説明する。なお、本実施
例に係る符号化信号記録装置は、ＳＤモードで圧縮符号化した圧縮信号の記録とＭＰＥＧ
モードで圧縮符号化した圧縮信号の記録とが行え、ここでは、ＳＤモードの圧縮信号を記
録する記録モードをＳＤ記録モード、ＭＰＥＧモードの圧縮信号を記録する記録モードを
ＭＰＥＧ記録モードと呼ぶものとする。
【００１７】
まず、ＳＤ記録モードで記録を行う場合には、入来するディジタル映像信号に基づきＤＶ
ビデオ符号化部２が圧縮映像信号を生成すると共に、入来するディジタル音声信号に基づ
きＤＶオーディオ符号化部３が圧縮音声信号を生成する。そして、記録部５は、これらの
圧縮映像信号および圧縮音声信号から記録信号を生成して、図３（ａ）で示す如く記録フ
ォーマットにて、ＤＶモードの圧縮信号の記録を行う。
【００１８】
なお、その際、記録部５は、記録信号の各シンクブロック内に記録モードを示す識別信号
を格納して、これを記録媒体６に記録する。また、ＭＰＥＧ符号化部１は、入来するディ
ジタル映像信号およびディジタル音声信号に基づき圧縮信号を生成しても、また、これを
生成しなくても良いが、ＳＤ記録モードにおいて、ＭＰＥＧモードの圧縮信号が記録され
ることはない。また、図３（ａ）で示す如くトラックは、記録媒体６である磁気テープの
長手方向に対して傾斜した傾斜トラックとして、図２で示す如く記録媒体６上に複数形成
される。
【００１９】
一方、ＭＰＥＧ記録モードで記録を行う場合には、入来するディジタル映像信号及びディ
ジタル音声信号に基づきＭＰＥＧ符号化部１が圧縮信号を生成すると共に、ＤＶオーディ
オ符号化部３がＲＯＭ４から出力されるディジタル音声信号に基づき圧縮音声信号を生成
して、これを記録部５に出力する。
【００２０】
そして、記録部５は、ＭＰＥＧ符号化部１から出力される圧縮信号及びＤＶオーディオ符
号化部３から出力される圧縮音声信号に基づき記録信号を生成して、図３（ｂ）で示す如
く記録フォーマットにて記録信号を記録する。つまり、ＳＤモード時にビデオ信号が記録
される記録領域にＭＰＥＧモードで圧縮符号化した、映像音声情報を含む圧縮信号を記録
し、ＳＤモード時にオーディオ信号が記録される記録領域にＳＤモードで圧縮符号化した
圧縮音声信号を記録する。また、記録信号の各シンクブロック内に記録モードを示す識別
信号が記録される。
【００２１】
ここで、ＲＯＭ４内には、例えば「再生できない信号が記録されています」とのメッセー
ジがディジタル音声信号の形態で格納されている。従って、このメッセージがＳＤモード
による圧縮音声信号として記録媒体６に記録され、この記録媒体６を既存のＤＶＣで再生
させてもＭＰＥＧモードによる符号化信号が記録されていることを認識できる。
【００２２】
なお、ＲＯＭ４は必ずしも設ける必要はなく、このＲＯＭ４を備えない装置でＭＰＥＧ記
録モードの記録を行う場合には、このメッセージ情報に代わり、入来する音声信号をＳＤ
モードで圧縮符号化して記録媒体６に記録する。従って、既存のＤＶＣで再生させた場合
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には、音声のみが再生出力されるため、少なくとも何らかの信号が記録されているという
ことを認識できる。
【００２３】
以上の如く、本発明に係る符号化信号記録装置によれば、記録モードに拘らず、図４（ｂ
）で示した空き領域にＳＤモードで圧縮符号化した圧縮音声信号を記録するため、記録モ
ードを識別するための情報を無視して再生を行う再生装置で再生させても、何らかの信号
が記録されていることを認識できる。
【００２４】
【発明の効果】
本発明に係る符号化信号記録装置によれば、

で記録を行う際も、 で
記録を行う際も、記録媒体の 領域

に
音声信号を記録するため、 モードのみに対応した既存の再生装置で再生を

行う場合であっても、何らかの信号が記録されていることを認識でき、記録媒体上の信号
を誤って消去してしまうといった事態を防止できる。
【００２５】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例に係る符号化信号記録装置を説明するためのブロック図である。
【図２】本発明の実施例に係る符号化信号記録装置で記録した記録信号のトラックパター
ンを示す図である。
【図３】本発明の実施例に係る符号化信号記録装置で記録した記録信号の記録フォーマッ
トを示す図である。
【図４】従来のＤＶＣで記録した記録信号の記録フォーマットを示す図である。
【符号の説明】
１…ＭＰＥＧ符号化部
２…ＤＶビデオ符号化部
３…ＤＶオーディオ符号化部
４…ＲＯＭ
５…記録部
６…記録媒体
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ＳＤ記録モード（第１の映像信号を記録する
モード） ＭＰＥＧ記録モード（第２の映像信号を記録するモード）

ＳＤ記録モード時の音声記録 （第１の映像信号を記録す
るモードの場合に定まる前記記録媒体の所定の音声信号記録用領域） ＳＤモードで圧縮
符号化した ＳＤ



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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